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１．持続可能な発展への注目





















































































































































































































































































































































































国際自然保護連合（International Union for Con-
servation of Nature and Natural Resources 
:IUCN）設立総会である。その後、国際的舞台で
環境教育が初めて議論されたのは、1972年の「 国
















ること 」とし、(１）「 気づき 」（ 環境全体とそれ
に関連する問題に対する認識に関わる感受性の獲
得 ）、（２）「 知識 」（ 環境全体とそれに関連する
問題と人類の存在や役割と責任をめぐる基本的な
理解の獲得 ）、（３）「 態度 」（ 社会的価値観や環
境への強い感情、環境の保護と改善への活発な関
与をもたらす意欲の獲得、（４）「 技能 」（ 環境問
題を解決する技能の獲得 ）、（５）「 評価能力 」（ 生
態学的、政治的、経済的、社会的、美学的、教育
学的な要素から、環境に対する措置や教育プログ























































































































































































「 改良主義的 」「 ラディカル 」の２次元、産業主
義からの離脱の程度を「 常識的 」「 独創的 」の２
次元で区分し、４つの方向性で整理した場合、既




















































































































































えず「 開発 」表記とするとともに、sustainable develop-
mentをSDと記述する。




















































































を持つ参加者の主な活動領域は「 環境 」「 開発 」「 多文化
共生 」「 ジェンダー」「 人権 」「 平和 」「 国際理解 」「 福祉 」
「 社会教育 」と多岐に及んでいた。このうち、もっとも多








「 なぜ「 開発 」なのか 」「 持続可能な開発とは何を開発す
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